
孤立する妊産婦並び保護者等の援助要請を促す
ソーシャルサポートの検討

〔キーワード〕 援助要請、ソーシャルサポート、民間養子縁組あっせん機関

－民間養子縁組あっせん機関妊産婦支援者への半構造化インタビュー調査から－

○日本女子大学学術研究員 西岡弥生（8363）

１．研 究 目 的
本研究の目的は、子育ての社会化に向けて、生きづらさ

を抱え孤立する妊産婦や保護者が、躊躇わず援助要請する
際の自助資源となる自己肯定感を育て、子どもと共に地域
社会で安心して生活を営むために必要なソーシャルサポー
トを検討することにある。2017年以降合計特殊出生率は減
少の一途を辿るなか、児童虐待相談対応件数は増加し、児
童虐待と少子高齢化の問題はパラレルに深刻化している。
一方で、生む側の性である女性の状況は、コロナ禍での自
殺の増加によって社会の構造的な問題が顕在化し、行き場
を失った女性を支援する「困難な問題を抱える女性への支
援に関する法律」が制定された。また、予期せぬ妊娠で孤
立する女性と生まれてくる子どもの安全を守る観点から、
「妊娠SOS相談」の体制整備も進んでいる。女性の生きづ
らさと、合計特殊出生率の減少、児童虐待の増加は、決し
て関連のない問題ではない。

２．研究の視点および方法
個人の福祉とは「生活」の質や良さであり、生活は相互に関連した「機能」の

集合から成る。これらの機能の組み合わせであるCapability（A,Sen1992）によって、
人がどのような生活を選択することが可能かという個人の自由が決まる。
本研究では、予期せぬ妊娠で孤立する女性や子育てを担う保護者のCapability

（A,Sen1992）の重要な機能の１つの「援助要請」に必要な「自己肯定感」を回復
させるソーシャルサポートについて検討する。育児不安や子育ての負担感が高い保
護者ほど支援者への相談が少なく、深刻な問題を抱える保護者ほど接近することが
難しい（高畑2014；鶴ら2017）。また、ひとり親で悩みの多い母親ほど自己肯定感
が低く援助要請が困難になる（清水2016）。一方で、援助要請とソーシャルサポー
トの関連をみると、親族や友人知人のサポートが多い場合は、援助要請を躊躇う状
況は減少する（清水2016）。ソーシャルサポートは保護者の援助要請を促し、虐待
予防の観点からも期待されている（本田2017）。本調査は、妊産婦支援に携わる民
間養子縁組あっせん機関（以下、あっせん機関）の支援者6名（a～ｆ）を対象に半
構造化インタビューを実施し、女性たちの自己肯定感を支えるソーシャルサポート
について検討した。分析枠組みは、厚生労働省「e-ヘルスネット」、和田（1992）、
西岡（2023）を参照し、分析方法については、「テーマ中心の質的テキスト分析」
（Udo Kuckartz 2012）の手法を採用した。なお、本発表は、社会福祉学会関東支部
投稿論文（2023.3）を加筆・修正したものである。

３．倫理的配慮
  本調査は、「日本女子大学ヒトを対象にした実験研究に関する倫理審査委員会」の承認を得て実施した（承認番号501）。
  本発表に関連して、開示すべきCOIはない。

４．研 究 結 果
あっせん機関の支援者は予期せぬに妊娠で行き場を失

い追いつめられた女性に対し、まず、情緒的サポートに
よって、相談につながった女性との細い糸を切らないよ
う最大限の注意を払い、女性を受けとめ、「ここでは何
を話しても大丈夫なんだ」という安心感を与えていた。
次いで、情報的サポートによって女性の危機的な状況に
必要なアドバイスや情報を伝え、支援につなげていた。
また、予期せぬに妊娠を否定され批難されるのを恐れ相
談を躊躇ってきた女性を、評価的サポートによって肯定
的に受けとめ、道具的サポートによって住居や経済面等
の実質的な支援を行い、目前に迫る出産に備えていた。
時に、出産後の不安をもつ女性に対し、困った時にはい
つでも戻れる場として機能する所属的サポートも行って
いた。
一方で、関係者を巻き込み、生まれてくる子どもと、

女性の命を地域社会で支え繋げる生成継承的サポート
（図表１）で関わり、子育ての社会化を図っていた。さ
らに、本調査では、予期せぬ妊娠に至った女性が置かれ
ていた状況を社会の構造的な問題と捉え、女性と生まれ
てくる子どもの権利を擁護する代弁的サポートが見出さ
れた。本調査では、以上７つのソーシャルサポートから
106の〔コード〕が抽出され、それらの〔コード〕から
37の《サブコード》が導出された。

５．考 察
予期せぬ妊娠で孤立し追いつめられた女性たちは、総

じて低い自己肯定感と自己責任論に縛られ、人がどのよ
うな生活を選択することが可能かという個人の自由が決
まるCapability（A,Sen1992）が乏しい状況を生きていた。
あっせん機関の支援者による  情緒的サポート    情報的
サポート  道具的サポート は、本田（2017）の云う、指
導的な関わりで保護者を変えようとするのではなく、寄
り添い、周囲の人間関係やソーシャルサポートを整え、
子育てや子どもに関する知識を伝えることが、保護者の
安心感と援助要請を促進する、という見解に一致した。
また、本調査で見出された   代弁的サポートは、女性た
ちが置かれた状況を社会の構造的な問題として捉え、女
性も生まれてくる子どもも生きやすい社会になることを
願う現場の声である。《地域社会の無理解と偏見に苦し
む子ども》の状況を理解し、社会全体の問題として妊
娠・出産・子育てを捉え、互いに支え合う関わりとして
のソーシャルサポートの充実が、清水（2016）が示すよ
うに、孤軍奮闘してきた母親の自己肯定感を高め、相談
への不安を軽減させ、援助要請を促すと考えられる。
（図表２）

※ 本調査は、科学研究費助成事業若手研究19K13987の助成をうけております。

図表２．代弁的サポートを基盤においたソーシャルサポートの関連図

図表１．生成継承的サポート

サブ・カテゴリー コード テクスト（抜粋） 

 
里親としての
支援から縁組
の支援へ移行  

里親の経験で気づいた縁組の 
必要性 

・里親の一員にはなりましたけど,（中略）そういうとこで,児童相談所の考えと
か,里親さんのことを学んでおいたからこそ,今それ（縁組制度）を使うという
か,対比できるものがあります. a 

里親におけるパーマネンシーの
限界 

・特別養子縁組でパーマネンシーということを言われていますので,その点,養
育里親さんですと,長くみている里親さんもいますが,小さな時から養子縁組
を結んでいなければ将来について話ができにくいので．c 

 
生まれてくる 
子どもの命を
縁組の仕組み
でつなげる  
  

子どもの命を救う方法の１つと
しての縁組 

・赤ちゃんが生まれてすぐにお母さんに殺されてしまう,赤ちゃんの死亡率が一
番高いのは親の手によって親に手をかけられるっていうのが,一番多いので,
それはあってはならないというので.ｄ 

縁組という生まれた子どもの行
先がある安心感 

・乳児院に預けっぱなしというのは本望じゃないので,いつかは縁組しようとい
う考えがあるんだと思います.産んだ後にお家に連れて帰れない状況の方が
多いので,行先が決まらないのがとても不安みたいです.ｆ 

生まれた子どもが自分の居場所
に縁組家族を選ぶ 

・玄関でピタッとその家族のお父さんとお母さんになる人と,お兄ちゃんが立っ
てたら泣き止むんですよ.自分を迎えてくれる親が決まってたんだなって思
いましたね.もう私たち（支援者）のところにきません. a 

 
産科病棟で一
般の出産と同
じように女性
と子どもを 
ケアする  

産前・産後に手厚いケアを受け
た女性が子どもに示す愛情 

・他のお母さんたちと区別せず,ミルクどうする？何か困ったことない？と皆
が同じような声かけをしてるみたいです.だから,お世話している時にとても
愛おしそうにミルクをあげているのを見ると,この人ほんとは自分で育てた
いんじゃないかなって思うこともあるんですけど.ｄ 

生物学的父親が誰かに関係なく
子どもを慈しみケアする女性 

・産まれる前後で変わります.皆さん産まれると一生懸命に病院で世話をするよ
うになります.相手が誰であれ,相手が誰かわからない方であれ,子どもは自分
のお腹から生まれてきた子なので,皆さんちゃんとお世話して下さいますよ
ね.風俗だから,どうのこうのってことはないです.ｄ 

 
生まれた子ど
もを両親の協
力を得て育て
る  

経済力のある実家で子どもを自
分で育てる選択 

・（自分で育てるか縁組に託すかの）最後のポイントは,経済力かなと思ってい
ます. やっぱり,祖父母が支援するといっても,祖父母に経済力がなかったら,
育てていくのは無理かなって思いますので.ｆ 

両親の協力で自分で子どもを育
てながら学業に復帰する選択 

・（未成年で出産した女性の両親が）うちでどうにかします,妻も自分が説得し
ますって.そのお子さんは,もう 4,５歳くらいになりますね.元気で育ってます.
１年前に生みのお母さんとお会いしたんですけど.あの時は学校を中退して
しまったけど,大学に行ける試験を受けて,今は歯医者さんの事務かをしてい
ますって.ｄ 

 
縁組に託され
養親家庭で育
つ子どものアイ
デンティティを
支える  

縁組に託され成人した子どもが 
生みの親が幸せでいることを願
う気持ち 

・（縁組で成人した子どもが）何人か尋ねてきますが親に感謝してますよ.育て
てくれた人.産んでくれた人に会ったらありがとうって言いたいって言いま
すよ. 絶対,みんな.恨んでませんよ,産んでくれたことを.20 歳過ぎて,電話が
あって,結婚するからって,実親どうしているのかなって,くるんですけど（中
略）ただ会いたいだけって.ｂ 

子どもが成長したときに幼い自
分が養親に抱かれる写真 

・告知したとき,抱いてもらってる時の写真を見ると何か安心する.だから（養親
に）なるべく早く行って,子どもを抱いて,写真をとるように言うんです.子ど
ももその写真を見て,なんとなく安心っていうかね.ｂ 

 
縁組に託した 
子どもへの愛
情をかなえる  

生まれた子どもへの愛情と 
生みの親としての自覚 

・（養親さんに）託す時に自信をもって託してる.自分が産んだ子ですって.そう
いう雰囲気がとってもするんですよね.e 

縁組に託した子どもの成長写真 ・希望であれば,適度に子どもの成長のアルバムを作らせて送るんです.見せる
ために.このアルバムは，あなたがいらないっていうまで送ってあげるよって.
 やはり,手放した後は,1 か月たち,半年たち,どんなになってるんだろうって
いうのがあるじゃないですか.a 

 
 
 
 
 
縁組に子ども
を託した女性
が新たな一歩
を踏み出すよ
う支える  
  
  
  

原家族の両親との関係の再構築 ・長く風俗をやっていて,精神的に病んだ女性がいたんです.親御さんに体調を
崩して連絡をしたんですね.それから,今まで隠していたことが全部ばれてし
まったんです.（女性の）お母さんとの話し合いにも立ち会って,お母さんに田
舎に実家に連れて帰ってどうかもう一回応援して下さいませんかって.d 

養親との交流で拓かれる新たな 
人間関係 

・（生みの親と養親を）つなげようと思ってます.間に入らないと直接にはつな
がらないから.だから私たちがいるんだよって.あなたがその気持ちをこの親
（養親）に伝えるのには間に入る者がいないといけないから,私たちが間に入
って橋渡しをしてるってことは言います.a 

あっせん機関の支援者に見守ら
れ取り組む生活再建 

・写真やアルバムはすごく効果があって,アルバムをもらって仕事に行くときに
バックに入れてもって行ってますとか.キーホルダーとかに写真いれて.職場
で嫌なことがあったという時も,それを見て頑張って,明日からまた頑張ろう
ってエネルギーになってますと言われます.a 

縁組に子どもを託したことを機
に新しい仕事に就く 

・その仕事（風俗）に関しても,困窮支援の窓口にも一緒に行こうって言ったら,
うん,行ってみるっていう感じで,一緒に来て,話もして.本人にこういう場所も
あるんだっていうことを伝えられて.今後本当に困った時，何かの時に思い出
してくれたらいいかなと思ってます.ｃ 

縁組に託した子どもと共に女性
も自分の人生を幸せに生きる 

・社会のなかで,彼女たちが胸をはって生きていけるには,まず,本人が自信を取
り戻すこと.子どものためを思ってこの選択をしたのだから,今度,子どもが何
らかの形で自分探しをして母親の下にやってきたときも,私は,こんな風にし
て,次の人生を歩んでいるんだよっていうことを言えるようにして欲しいん
だよねって.ｃ 

 
 
信頼できる大
人がいる実家
的な場として
機能する  

 
温かくしてもらった記憶 

・（あっせん機関での経験を）どこまで,思ってくれているかはわからないけど,
私この最近,10 年間施設に連絡をとらなかった子が施設に相談したっていう
女性を見て,やっぱり,困った時に温かくしてもらう,温かくしてもらったとい
う記憶を辿っていくことがあるんだなって.ｃ 

必要な支援につなげてくれる 
困った時の相談窓口 

・（他機関に同行して）「相談できる大人の人いる？」って相談窓口の人に聞か
れても,「うーん,そうだね,C さんなんかもいるし」って.今の仕事（風俗）を
いいとか悪いとか判断基準を私どもは持っていませんが,もし,本人が他の仕
事に就きたいと思った時は,他のこういうところに相談したらいいんだよと
いうことを伝えたかなと思って.ｃ 

いつでも頼ることができる実家
的な存在 

・長く連絡をとらずにいたけど,すごく自分が困った時に,ああ,ひょっとしたら
と思って,連絡する場所があるのは,すごい強みだなと.だから,そういった実母
さんにも,忘れちゃうかもしれないけど,あの時に相談したことがあったなと,
ほんとにまた困った時に相談に来てくれたらなと思っています.ほんとに困
った時に,思いだす,実家的な場所という.ｃ 
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